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春から夏にかけて宮崎県で過ごす鳥がいるのを知っていますか？

春ごろ、南の地域から子育てのためにやってきて、秋に南へ帰って

行く鳥たちのことを「夏鳥」といいます。

名前のよく知られているホトトギスは夏鳥です。ウグイスなどの

違う鳥の巣に卵を産んで、雛を育ててもらう托卵という変わった子

育てを行います。また、個性的な見た目をしたアカショウビンも夏

鳥です。カワセミの仲間で大きな真っ赤なくちばしをもっています。

「キョロロロロロ」という不思議な声で鳴きます。

１階自然史展示室にある「宮崎の野鳥」のコーナーでは、紹介し

た夏鳥たちの展示があります。さらに、野鳥の声を聞くことのでき

る受話器もあります。ユニークな野鳥の声も楽しんでください。

クイズの答え ： ③ コウモリ（コウモリは空を自由にはばたいて飛ぶことのできる、唯一のほ乳類です。）

解説員の仕事って何をしているの？

解説員にインタビュー

夏 鳥

博物館クイズ

おもな仕事は展示物の解説を行うことよ。他にも常設展示室の案内や資料の

点検、紙芝居、クイズラリーなどの催し物、講座のお手伝いもしているの。また

お年寄りのみなさんの思い出話を聞く回想法もしているよ。

皆さんへメッセージはありますか？

どうやって勉強しているの？どんな人が向いているの？

分からない事があったらいつでも質問してね。私たちも知らないことは一緒に

調べて勉強するね。

博物館にきたみなさんが、宮崎県をもっと好きになってくれるとうれしいな！

解説員1年目は展示物の事をたくさん覚えるの。また館外研修で自然や歴史の

知識を身につけているよ。宮崎県が好きで、学ぶことにわくわくする人が向いて

いるかな。

空を自由にはばたいて飛ぶことのできる動物は次のうちどれでしょう？

①シカ ②ムササビ ③コウモリ

博物館わくわく通信

↑ホトトギス

↑アカショウビン
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